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 国立がん研究センターのがん罹患数の統計によると、
2015 年に前立腺がんが日本の男性で最も多いがん
になって、以降毎年１位となっています。
前立腺がんは骨転移する可能性があり、全身に対
する骨転移検索が重要となります。
検査方法は SPECT や MRI があり、当センターでは
AI 技術を搭載した最新の MRI 装置導入に伴い、
全身の MRI を撮影することで前立腺がんの
骨転移検索が可能※になりました。

（※日本医学放射線学会　前立腺癌の骨転移検出のための全身 MRI 撮像の指針）

前立腺がんの骨転移検索のための全身MRI検査

当センターの全身MRI検査（DWIBS）

■予約から１週間以内でMRI検査可能
■1日2名の検査予約枠があります
■所要時間︓約30～40分（その他、診察等）
■予約制のため、待ち時間はありません
■陽子線治療を受ける場合、日程相談可能

 

従来のSPECT検査（骨シンチ）と異なり、薬剤の使用や被ばくのない検査です。
検査枠拡大により全身MRI検査を多くの方が受けられるようになります。
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骨転移検索のための全身MRI検査実績  
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検査を受ける流れ



■ 治療症例実績数 7434 件

（2025年9月5日現在）
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・乳がんの術後照射（外国人含む）
・早期乳がんの非手術治療
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当センターで一番多く治療しているのは前立腺がんです。　前立腺がんの陽子線治療は、公的医療保険が

適用となり、患者さんの治療費負担が大きく軽減され、より身近で受けやすい治療の選択肢となっています。

治療に関して、前立腺がんの治療準備は何をするの？流れを知りたい！というご質問を多く頂きます。　

治療開始までのスケジュールを動画で詳しくご説明いたします。

・ 治療時の苦痛や副作用が少ない

・高齢者や持病を持つ人でも治療可能

・ 再発が少ない

・治療は 1 日 1 回、10 ～ 15 分

・ 入院の必要がない

・スケジュール通りに治療完了

■ がんと診断されたら？

■ 前立腺がん陽子線治療の流れ～準備・検査～

＜陽子線治療の特徴＞
読み取りは
こちらから

ががんんとと診診断断さされれたたらら・・・・・・

がんと診断され、
治療選択について
説明を受けたが
決められない。

がんと診断された。
主治医から説明を受け
たが診断について別の
医師の意見を聞きたい。

再発の診断を受けたが、
主治医が提示する以外
にも治療の選択肢がな
いかを知りたい。

主治医の意見を
別の角度からも
検討したい。

突然、「がん」と診断されると驚くし、慌ててしまいます。
どのような治療をするのか？費用はいくらなのか？
など不安なことが多いと思います。
まずは、主治医の先生の話をよく聞いて、どのような治療が良
いのかしっかり理解することが大切です。治療法選択の際には、
セカンドオピニオンをお勧めいたします。
セカンドオピニオンとは、患者さんが納得して治療方法を選択
するために病状や治療法について自分の主治医以外の医師に意
見を聞き、参考にすることを言います。自身の病気や治療法に
対する理解を深め、より納得して治療を選択できるようになり
ます。
陽子線治療を検討される場合には、まずはフリーダイヤルにお
電話ください。鹿児島市内には、鹿児島中央駅相談センターが
キヤンセビル６階にございます。
平日に加え、10～ 12月の第 2・第 4土曜日もご相談を承ります。

【当センターへのご紹介は、コールセンターへご連絡ください。】

（平日 9 時から 18 時）

お問い合わせ：TEL: 0120-804-881


